
 

 

 

 

朝晩
あさばん

の冷
ひ

え込
こ

みがだんだんとやわらぎ、日差
ひ ざ

しの温
あたた

かさに春
はる

の訪
おとず

れを感
かん

じます。いよいよ今年度
こんねんど

も残
のこ

りわずかと 

なりました。みなさんはこの一年間
いちねんかん

、元気
げ ん き

に過
す

ごすことができましたか？春
はる

は卒業
そつぎょう

や入学
にゅうがく

・進級
しんきゅう

と節目
ふ し め

の季節
き せ つ

で

す。栄養
えいよう

バランスのよい食事
しょくじ

をしっかり食
た

べて、新
あたら

しい生活
せいかつ

を元気
げ ん き

に迎
むか

えられるようにしてください。 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今月
こんげつ

の食材
しょくざい

紹介
しょうかい

   

2月
がつ

に引
ひ

き続
つづ

き、国
くに

の補助
ほ じ ょ

事業
じぎょう

で提供
ていきょう

される食材
しょくざい

を 

使
つか

います（国産
こくさん

農林
のうりん

水産物
すいさんぶつ

等
とう

販売
はんばい

促進
そくしん

緊急
きんきゅう

対策
たいさく

事業
じぎょう

）。 

どうぞお楽
たの

しみに！ 

真鯛
ま だ い

 ：愛媛県
え ひ め け ん

から届
とど

きます。今月
こんげつ

は衣
ころも

をつけて、

油
あぶら

で揚
あ

げ、甘酸
あ ま ず

っぱいタレをかけていただきます。 

(4日
か

 真鯛
ま だ い

の甘
あま

酢
ず

あんかけ) 

 

タイムズ 

【小学校版】 

福
ふ

生
っさ

市
し

学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

センター 

令
れい

和
わ

2年度
ね ん ど

 ３月号
がつごう

 

今月
こ ん げ つ

の地場
じ ば

野菜
や さ い

（使用
し よ う

予定
よ て い

） 
・こまつな（福生市

ふ っ さ し

・瑞穂町
みずほまち

） 

・チンゲンサイ（羽村市
は む ら し

） 

・長
なが

ねぎ（福生市
ふ っ さ し

・瑞穂町
みずほまち

） 

・のらぼう菜
な

（福生市
ふ っ さ し

） 

・ほうれんそう（福生市
ふ っ さ し

） 

 

特
とく

に注目
ちゅうもく

して欲
ほ

しいのは「のらぼう菜
な

」 

です。福生市産
ふ っ さ し さ ん

は年
ねん

に 1度
ど

しか給 食
きゅうしょく

に 

出
で

ません。味
あじ

わって食
た

べましょう！ 

旬
しゅん

の食材
しょくざい

 「のらぼう菜
な

」西多摩
に し た ま

原産
げんさん

の江戸
え ど

東京
とうきょう

野菜
や さ い

。カロテン・ミネラルが豊富
ほ う ふ

です。 

     「かき菜
な

」  北関東
きたかんとう

原産
げんさん

の江戸
え ど

東京
とうきょう

野菜
や さ い

。軟
やわ

らかく、甘
あま

みがある緑
りょく

黄色
おうしょく

野菜
や さ い

です。 

     「うど」   春
はる

の山菜
さんさい

の代表
だいひょう

格
かく

。立川市産
たちかわしさん

のものを使
つか

います。 

友達
ともだち

や先生方
せんせいがた

との別
わか

れはさみしいかもしれませんが、夢
ゆめ

と希望
き ぼ う

に満
み

ちた新
あたら

しい道
みち

への第一歩
だいいっぽ

で

す。これからも先
さき

も食
た

べることは一生
いっしょう

続
つづ

きます。給 食
きゅうしょく

を通
とお

し、栄養
えいよう

バランスをはじめ、地域
ち い き

の 

食
しょく

文化
ぶ ん か

や人
ひと

を思
おも

いやる気持
き も

ちなど、様々
さまざま

なことを感
かん

じ、学
まな

んでくれていたらうれしいです。 

3月
がつ

3日
み っ か

は、ひな祭
まつ

りです。「桃
もも

の節句
せ っ く

」ともいいます。 

平安
へいあん

時代
じ だ い

のころ、紙
かみ

で作
つく

った人形
にんぎょう

に心身
しんしん

のけがれを移
うつ

して川
かわ

や海
うみ

に流
なが

し、厄
やく

を払
はら

う風習
ふうしゅう

が

ありました。今
いま

でも「流
なが

しびな」として、この風習
ふうしゅう

が受
う

け継
つ

がれている地域
ち い き

があります。 

うど 



 

 

 

 

朝晩の冷え込みがだんだんとやわらぎ、日差しの温かさに春の訪れを感じます。いよいよ今年度も残りわずかと 

なりました。みなさんはこの一年間、元気に過ごすことができましたか？春は卒業や入学・進級と節目の季節です。 

栄養バランスのよい食事をしっかり食べて、新しい生活を元気に迎えられるようにしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タイムズ 
【中学校版】 

福生市学校給食センター 

令和 2年度 3月号 

今月の食材紹介   

2月に引き続き、国の補助事業で提供される食材を 

使います（国産農林水産物等販売促進緊急対策事業）。 

どうぞお楽しみに！ 

真鯛 ：愛媛県から届きます。今月は衣をつけて、油

で揚げ、甘酸っぱいタレをかけていただきます。 (4

日 真鯛の甘酢あんかけ) 

 

旬の食材 「のらぼう菜」西多摩原産の江戸東京野菜。カロテン・ミネラルが豊富です。 

     「かき菜」  北関東原産の江戸東京野菜。軟らかく、甘みがある緑黄色野菜です。 

     「うど」   春の山菜の代表格。立川市産のものを使います。 

友達や先生方との別れはさみしいかもしれませんが、夢と希望に満ちた新しい道への第一歩です。

これからも先も食べることは一生続きます。給食を通し、栄養バランスをはじめ、地域の食文化や 

人を思いやる気持ちなど、様々なことを感じ、学んでくれていたらうれしいです。 

3月 3日は、ひな祭りです。「桃の節句」ともいいます。 

平安時代のころ、紙で作った人形に心身のけがれを移して川や海に流し、厄を払う風習が 

ありました。今でも「流しびな」として、この風習が受け継がれている地域があります。 

今月の地場野菜（使用予定） 
・こまつな（福生市・瑞穂町） 

・チンゲンサイ（羽村市） 

・長ねぎ（福生市・瑞穂町） 

・のらぼう菜（福生市） 

・ほうれんそう（福生市） 

 

特に注目して欲しいのは「のらぼう菜」 

です。福生市産は年に 1度しか給食に 

出ません。味わって食べましょう！ 

うど 


